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光渦[1]とは、位相特異点に起因する螺旋波面とドーナツ型の強度分布を持つ光波の総称である。

また、光渦は、トポロジカルチャージと呼ばれる量子数（）によって決定される軌道角運動量を

有する。トポロジカルチャージは、二次の非線形光学過程において保存されることが知られてい

る。例えば、光パラメトリック共振では、入射する光渦のポンプ光のトポロジカルチャージと出

力されたアイドラー光とシグナル光のトポロジカルチャージの和が保存されることが実験により

明らかになっている[2]。 

われわれは、三次非線形効果である誘導ラマン散乱過程におけるトポロジカルチャージの保存

則に着目し実験を行っている。誘導ラマン散乱は、光学フォノンを介した非線形光学現象である

ため、発生したストークス光と光学フォノンのトポロジカルチャージの和が励起光のトポロジカ

ルチャージに相当する。 

光渦励起ラマンレーザーの実験光学系を Fig.1 に示す。ラマン活性結晶として Ba(NO3)2結晶を

用いた。波長 532nmの光渦を励起光とすることで、1～3次ストークス光（それぞれ波長 563nm、

598nm、638nm）とみられるドーナツ型のストークス光の発振を確認している。講演では、その解

析結果について報告する。 

 

 

Fig. 1 Experimental setup. 
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